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ボランティア活動の拡大について

（従来）同様の活動をされている方への呼びかけ

→近所の方や知り合いの方が新たに参加

（課題）参加者の高齢化で活動が鈍化

若年層の参加が少ない

若年層が参加しやすい環境整備

→ボランティア活動のSNSを使った発信

ボランティア活動に興味がある人への動機付け
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ボランティア活動に興味がある人への拡大

現在の取組みや今後予定しているもの

①府のSNSの活用（Ｘ、Facebook、LINE等）

②大学生への広報（大学や支援団体との連携）

③社会福祉協議会や鴨川を利用している団体への広報

2

資料１



2

ボランティア活動参加の動機付けの先進的な取組み

＜デジタル地域通貨の活用＞

・ボランティア活動参加者へ店舗等で利用できるポイントを

与えるという方法（イメージはポイントカードとのこと）

①千葉県市川市のデジタル地域通貨ICHIKO（イチコ）

江戸川清掃の参加者にポイントを出す →参加者増

②神奈川県鎌倉市のデジタル地域通貨クルッポ

観光協会主催の清掃の参加者にポイントを出す→影響不明
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先進地視察の結果（ 鎌倉市観光協会へのヒアリング）

●デジタル地域通貨の活用状況

・電子通貨「クルッポ」を目的にしたボランティア活動の参加動機付けの効果は現時点では弱い

→（理由）ポイントを貯めても、使用できる場所や交換できる品物がほぼない

・「クルッポ」のPR（QRを読み取りポイントを貯められるもの）が駅周辺にない

市役所等限られた場所にしかなく、目に見える取り組みとは言い難い状況

・電子通貨の導入を検討する場合は、以下の取り組みが必要

→ポイントが使用できる魅力的な物品・イベントを充実させること

→協力店舗入り口等にチラシを張るなど目に見えて分かりやすい広報

→継続的な活動が可能な運営団体の構築

●清掃活動等ボランティア活動の協力団体への周知方法

・鎌倉市観光協会では、協会に所属している団体にメール等で周知するとともに、NPOセンターや

社会福祉協議会等の規模の大きい団体と連携し、活動内容を広報している
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